
九
星
と
易
断
に
よ
る

七
月
の
運
勢

気
学
で
は
未
の
七
月

生
気

破

ア天
道

月
運
は
定
位
盤
と
年
盤
を

合
わ
せ
る
判
断
法

令
和
二
年
は
庚
子
七
赤
金

星
の
年
盤
で
す
。

天
道
（
坤
）
ア

生
気
（
戌

破

天
道
（
艮

「
コ
ロ
ナ
の
時
代
」

去
る
四
月
七
日
に
政
府
は

緊
急
事
態
宣
言
を
し
て
か
ら

五
月
二
十
六
日
に
解
除
、
五

十
日
間
に
わ
た
る
外
出
自
粛

で
し
た
。
過
去
に
な
い
異
常

な
社
会
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の

脅
威
に
驚
き
怖
れ
て
、
天
下

は
大
鳴
動
自
粛
、
自
粛
で
非

日
常
の
生
活
で
し
た
。

米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
電

子
版
に
よ
る
と
ウ
イ
ル
ス
に

変
異
が
あ
り
、
中
国
・
武
漢

の
コ
ウ
モ
リ
や
セ
ン
ザ
ン
コ

ウ
か
ら
見
つ
か
っ
た
Ａ
タ
イ

プ
は
、
中
国
や
日
本
、
米
国

や
豪
州
な
ど
、
Ａ
が
変
異
し

た
Ｂ
タ
イ
プ
は
韓
国
・
東
ア

ジ
ア
、
欧
州
で
は
更
に
変
更

し
た
Ｃ
タ
イ
プ
の
せ
い
で
、

ウ
イ
ル
ス
は
変
異
す
る
ほ
ど

毒
性
が
強
ま
る
の
で
、
欧
州

で
致
死
率
が
高
か
っ
た
理
由

で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
が
再
三
に
わ
た

り
、
百
年
に
一
度
と
い
う
難

事
と
は
（
一
九
一
八
・
大
正

七
年
）
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
、

世
界
中
で
四
千
万
人
が
死
亡

し
た
事
例
を
指
し
て
い
ま
す
。

①
こ
こ
に
き
て
第
二
波
感
染

は
、
天
火
同
人
の
九
四

②
第
三
波
は
、
坤
の
六
四

③
秋
冬
の
再
発
は
、
沢
天
夬

の
九
三
で
す
。

①
は
同
人
は
衆
な
り
で
同
病

に
お
い
て
の
勢
い
が
募
る
の

で
、
都
市
部
に
第
二
波
の
兆

候
が
生
じ
や
す
い
。
ま
た
人

同
じ
く
す
る
の
で
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
感
染
）
は
公
的
施
設
、

伏
卦
の
家
人
で
教
育
面
で
も

注
意
は
必
要
で
し
ょ
う
。

②
第
三
波
は
坤
為
地
の
六
四

の
爻
辞
は
、
嚢
を
く
く
る
と

し
ウ
イ
ル
ス
は
袋
の
中
に
閉

じ
ら
れ
る
意
味
か
ら
減
少
し

不
安
定
は
少
な
く
、
と
り
あ

え
ず
収
拾
さ
れ
ま
す
。

③
専
門
家
は
コ
ロ
ナ
終
息
は

遠
く
再
感
染
を
予
想
、
得
卦

の
夬
は
消
長
卦
で
捉
え
て
み

る
と
、
以
前
（
春
）
か
ら
の

継
続
で
あ
る
と
見
て
、
上
六

の
と
こ
ろ
で
再
発
の
怖
れ
を

感
じ
ま
す
。
夬
卦
で
変
質
す

る
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
は
決

め
手
な
く
無
く
厳
し
い
で
し
ょ

う
。

七
月
筮
ー
水
地
比
の
九
五

諸
事
前
向
き
で
旧
を
新
た

に
し
た
い
が
慎
重
に
。
自
己

の
力
量
を
考
え
無
理
を
し
な

い
。
本
業
忙
し
く
手
応
え
あ

り
、
商
談
は
八
分
、
古
顔
の

人
を
大
切
に
。
家
庭
大
切
に

笑
顔
で
語
る
。
出
費
続
く
。

足
腰
、
胃
と
肝
な
ど
疲
れ
。

七
月
筮
ー
巽
為
風
の
初
六

平
穏
ム
ー
ド
で
安
心
、
付

き
合
い
事
多
く
柔
軟
方
針
で

仕
事
は
売
買
に
利
あ
る
が
急

ぐ
と
損
、
わ
が
家
の
計
画
と

金
運
良
し
。
厄
介
事
に
深
入

り
せ
ず
、
親
子
の
情
温
か
い

噂
が
飛
ぶ
の
で
用
心
。
体
力

十
分
で
も
風
邪
・
頭
痛
な
ど
。

七
月
筮
ー
雷
風
恒
の
上
六

中
宮
の
用
事
は
さ
ま
ざ
ま

で
処
理
長
引
く
。
相
談
事
は

込
み
入
る
内
容
が
多
い
。
見

栄
張
ら
ず
堅
実
、
金
銭
は
紛

れ
が
な
い
よ
う
に
確
認
。
新

規
仕
事
は
今
よ
り
先
々
に
良

い
。
苦
手
な
人
に
は
触
ら
ず
。

胃
溜
る
、
心
悸
、
過
労
対
策
。

七
月
筮
ー
沢
天
夬
の
九
五

内
よ
り
外
に
目
を
向
け
視

野
を
広
げ
る
。
仕
事
充
実
し

精
一
杯
頑
張
る
。
や
や
調
子

に
乗
り
独
走
し
や
す
い
。
人

脈
を
生
か
し
協
力
支
援
を
得

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
や
不
動
産

話
あ
り
。
何
事
も
即
決
注
意
。

節
節
、
血
流
、
頭
重
対
処
。

七
月
筮
ー
山
雷
頤
の
六
四

表
面
は
良
さ
そ
う
で
も
内

心
は
苦
労
が
多
い
。
気
分
良

く
過
ご
す
工
夫
と
仕
事
は
再

確
認
を
忘
れ
ず
に
。
出
費
多

い
の
で
遣
り
繰
り
上
手
に
対

人
面
で
自
然
体
が
無
事
、
口

難
を
避
け
、
現
状
回
復
あ
り
。

健
康
保
つ
が
心
身
疲
労
あ
り
。

七
月
筮
ー
山
水
蒙
の
六
四

一
段
落
着
い
た
か
と
思
え

ば
次
の
用
事
が
続
く
、
三
件

に
絞
る
、
知
ら
ぬ
が
仏
に
な

ら
ず
気
遣
う
こ
と
。
仕
事
良

好
、
縁
故
者
に
接
し
喜
哀
を

深
く
す
る
。
出
費
増
と
利
殖

関
係
に
用
心
、
下
旬
は
無
事
。

関
節
、
皮
膚
、
腸
、
腎
な
ど
。

七
月
筮
ー
乾
為
天
の
九
四

活
気
が
あ
る
が
調
子
に
乗

ら
な
い
。
独
り
善
が
り
に
な

ら
ず
協
調
精
神
が
大
切
。
交

渉
事
や
依
頼
な
ど
滞
り
後
手

に
回
る
。
自
分
の
意
見
に
意

地
を
張
ら
な
い
。
家
族
の
思

い
や
り
、
財
布
の
口
固
く
。

視
力
、
歯
痛
、
血
圧
、
動
悸
。
。

七
月
筮
ー
地
山
謙
の
六
五

積
極
方
針
の
時
で
も
今
月

は
控
え
目
、
周
り
の
人
に
は

腰
低
く
。
仕
事
は
伸
び
悩
む

が
家
庭
は
大
事
な
問
題
に
取

組
む
。
知
よ
り
情
愛
を
表
わ

す
。
書
類
・
カ
ー
ド
や
貴
重

品
の
管
理
、
外
出
は
慎
重
に
。

夏
風
邪
、
腎
泌
尿
、
虫
歯
。

七
月
筮
ー
風
火
家
人
の
初
九

日
常
生
活
は
落
着
い
て
無

事
、
暑
さ
に
負
け
ず
健
康
管

理
。
仕
事
は
計
画
的
に
進
め

基
礎
を
固
め
る
。
堅
実
路
線

で
結
果
は
良
い
。
交
際
面
は

若
い
人
と
の
接
触
や
家
庭
に

喜
こ
び
あ
り
、
金
運
安
泰
。

胃
腸
、
慢
性
腰
痛
、
疲
れ
。

福
田

有
宵
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【
易
学
占
例
紹
介
】

上
野
第
三
土
曜
易
学
教
室
に

所
属
の
先
生
方
に
よ
る
占
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
占
的
に

対
し
て
立
筮
を
行
い
、
得
卦

を
元
に
制
限
時
間
内
で
占
考

及
び
結
論
を
ま
と
め
る
と
い

う
条
件
下
で
す
。
ま
た
、
同

じ
課
題
で
立
筮
し
た
場
合
、

各
先
生
方
の
得
卦
に
共
通
す

る
部
分
が
多
く
、
易
の
神
秘

性
も
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
（
掲
載
順
不
同
）
。

■
筮
者

長
澤
光
祐

先
生

令
和
二
年
二
月
一
五
日
占

〈
占
的
〉
今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ど
う
な
っ

て
行
く
か

〈
得
卦
〉

本
卦

山
火
賁

六
二

之
卦

山
天
大
畜

〈
占
考
〉

一
．
「
賁
」
は
「
地
天
泰
」

の
交
易
生
卦
で
あ
り
、
ウ
イ

ル
ス
は
、
手
・
目
・
口
か
ら

の感
染
「
艮
」
・
「
離
」
が
有

る
。
又
、
飾
る
（
賁
）
と
は
、

身
体
に
付
く
と
観
る
。
さ
ら

に
「
離
」
は
、
薬
で
あ
り
、

二
爻
の
所
で
は
十
分
に
足
り

て
い
な
い
と
考
え
る
。
故
に
、

ま
だ
ま
だ
広
が
り
は
有
り
、

二
爻
・
三
爻
・
四
爻
に
「
坎
」

が
有
り
、
こ
れ
か
ら
ピ
ー
ク

に
向
か
う
気
配
で
あ
る
。

二
．
之
卦
の
「
大
畜
」
は
、

大
き
な
病
院
に
大
勢
の
患
者

が
畜
る
と
観
て
大
い
に
増
え

る
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

上
卦
の
「
艮
」
に
入
る
と
収

束
の
目
安
が
見
え
て
き
そ
う

で
、
上
爻
に
白
賁
と
有
り
、

こ
こ
で
収
束
に
入
る
と
考
え

ま
す
（
五
月
か
ら
六
月
）
。

三
．
こ
の
卦
の
陰
爻
は
、
文

を
飾
る
と
有
り
、
つ
ま
り
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
対
岸

の
火
事
の
様
に
見
て
い
る
が
、

一
国
の
問
題
に
せ
ず
、
我
国

も
含
め
、
各
国
が
大
々
的
に

報
道
し
て
、
国
政
を
も
動
か

す
活
動
を
期
待
し
た
い
。

■
筮
者

千
田
純
己

先
生

令
和
二
年
二
月
一
五
日
占

〈
筮
前
の
審
事
〉
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
の
為
、
勤

め
て
い
る
会
社
が
減
収
。

〈
占
的
〉
果
た
し
て
ボ
ー
ナ

ス
は
も
ら
え
る
か
否
か

〈
得
卦
〉

本
卦

天
火
同
人

初
九

之
卦

天
山
遯

〈
占
考
〉

「
同
人
」
～
利
益
に
対
し
て

従
業
員
・
人
件
費
の
割
合
が

高
く
、
利
益
が
ゆ
き
渡
ら
な

い
が
、
初
爻
変
→
比
較
的
早

期
収
束
に
よ
り
減
収
減
益
が

お
さ
え
ら
れ
る
。
例
年
の
ボ
ー

ナ
ス
の
三
分
の
二
ぐ
ら
い
の

支
給
で
し
ょ
う
か
。
「
同
人
」

で
一
律
と
す
る
が
、
初
爻
な

の
で
、
下
位
（
部
下
）
に
影

響
が
出
る
で
し
ょ
う
。
卦
で

は
、
三
〇
％
～
二
〇
％
引
き

の
三
分
の
二
の
判
断
で
す
。

臨
時
者
が
危
な
い
で
す
。

■
筮
者

濱
野
延
珠

先
生

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
占

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今

後
に
つ
い
て

〈
占
的
〉
（
感
染
が
）
拡
大

傾
向
に
な
る
か

〈
得
卦
〉

本
卦

地
火
明
夷

六
五

之
卦

水
火
既
済

・
「
明
夷
」
は
地
中
で
夷

（
や
ぶ
）
れ
傷
つ
く
。

・
衰
運
の
時
で
あ
り
時
期
を

待
つ
等
に
よ
る
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
は
、
ま
だ
影

響
す
る
と
思
い
ま
す
。
「
離
」

を
薬
と
す
る
な
ら
ば
、
「
明

夷
」
で
先
が
見
え
な
い
夜
の

卦
な
の
で
、
ま
だ
陽
の
目
を

見
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
今

年
の
七
月
頃
の
気
配
で
す
。

「
明
夷
」
を
下
か
ら
初
爻
三

月
と
し
、
五
爻
で
七
月
と
し
、

陰
爻
を
陽
爻
に
直
し
て
八
月

頃
と
見
ら
れ
ま
す
。
六
五
は
、

進
退
両
難
の
時
で
す
が
、
次

第
に
衰
え
て
ゆ
く
傾
向
を
た

ど
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
明
夷
」
の
六
五
の
爻
辞
は
、

「
箕
子
（
キ
シ
）
の
明
夷
」

で
、
箕
子
は
狂
人
の
真
似
を

し
て
暴
君
の
紂
王
（
チ
ュ
ウ

オ
ウ
）
か
ら
逃
れ
る
わ
け
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
暴
君
に
は
適
わ
な
い
が
、

時
期
を
待
つ
と
こ
ろ
で
す
。

■
筮
者

前
田
龍
徳

先
生

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
占

〈
占
的
〉
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
二
〇
二
〇
年
開
催
の
可
否

〈
得
卦
〉

本
卦

雷
沢
帰
妹

上
六

伏
卦

火
沢
睽

正
式
開
催
の
「
泰
（
地
天
泰
）
」

が
、
本
卦
「
雷
沢
帰
妹
」
で

難
し
い
状
況
に
陥
る
。
延
期

の
可
能
性
あ
り
。
今
秋
か
ら

来
春
に
か
け
て
と
見
て
、
占

断
と
し
て
は
、
来
春
よ
り
来

夏
に
延
期
の
可
能
性
と
判
断

し
ま
し
た
。
今
期
中
の
開
催

に
関
し
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
来
場
者
の
目
減
り
、
又

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手

並
び
に
女
性
選
手
と
来
場
者

へ
の
配
慮
も
十
分
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
変
卦
の
「
睽
」

は
、
年
内
推
進
派
の
「
兌
」

の
楽
観
論
を
悲
観
材
料
の
デ
ー

タ
を
も
つ
外
卦
離
が
議
論
を

掌
握
し
て
開
催
延
期
へ
と
導

く
の
で
は
と
推
測
し
ま
す
。

■
筮
者

八
川
林
加

先
生

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
占

〈
占
的
〉
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
予
定
通
り
七
月
か
ら

開
催
で
き
る
か

〈
得
卦
〉

本
卦

沢
水
困

六
三

之
卦

沢
風
大
過

〈
副
占
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
開
催
月
ま
で
に
国
内

で
収
束
と
な
る
か
（
日
本
を

内
卦
と
し
て
筮
）

本
卦

地
天
泰

九
二

之
卦

地
火
明
夷

〈
占
考
〉

今
期
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
希
望
は
通
ら
な
い
状

況
で
す
。
「
困
卦
」
で
は
不

調
で
す
。
外
卦
の
「
兌
」
を

倒
巽
と
見
て
、
外
国
が
背
を

向
け
て
い
る
。
又
、
外
国
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
依
然
と
し
て
残
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る
こ
と
か
ら
今
期
の
開
催
は

な
く
延
期
策
を
と
る
方
向
と

考
え
ま
す
。
副
占
で
は
、
内

卦
「
乾
」
が
「
離
」
に
変
わ

る
の
で
、
十
二
消
長
卦
を
見

る
よ
り
後
に
開
催
、
と
し
た

見
解
は
来
年
夏
と
し
ま
す
。

「
泰
」
→
「
大
壮
」
→
「
夬
」

→
「
乾
」
→
「
姤
」
→
「
遯
」

→
「
否
」
→
「
観
」
→
「
剥
」

→
「
坤
」
→
「
復
」
→
「
臨
」

→
「
泰
」

■
筮
者

鬼
頭
一
祥

先
生

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
占

〈
筮
前
の
審
事
〉
連
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
つ
い
て
も
様
々

な
憶
測
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
を
鑑
み
ま
す
と
、
「
通

常
通
り
の
開
催
・
延
期
・
中

止
」
と
三
通
り
の
結
果
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
の
結
果

に
な
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
略
筮

で
得
卦
し
て
み
ま
し
た
。
世

界
の
感
染
状
況
な
ど
の
現
状

に
則
し
て
考
え
る
と
、
通
常

通
り
の
開
催
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。
も
は
や
、
た
だ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
は
な

く
な
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

中
止
と
い
う
の
も
難
し
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

た
め
、
延
期
し
て
の
開
催
を

政
府
は
目
指
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
と
い
う
の
が
個

人
的
な
見
解
で
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
占
考
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈
占
的
〉
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
開
催
・
延
期
・
中
止
の

ど
れ
か
。

〈
得
卦
〉

一
．
予
定
通
り
の
開
催
を
す

る
か

本
卦

天
風
姤

上
九

之
卦

沢
風
大
過

二
．
延
期
す
る
か

本
卦

天
雷
无
妄

初
九

之
卦

天
地
否

三
．
中
止
す
る
か

本
卦

地
火
明
夷

六
五

之
卦

水
火
既
済

〈
占
考
〉

ま
ず
、
「
予
定
通
り
の
開
催
」

で
す
が
、
内
卦
「
巽
」
で
感

染
症
が
あ
り
、
消
長
卦
の
た

め
、
そ
の
勢
い
が
増
し
て
く

る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

五
輪
関
係
者
が
予
定
通
り
の

開
催
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

ま
す
が
、
消
長
卦
ゆ
え
、
そ

の
勢
い
が
次
第
に
弱
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
外
卦
「
乾
」
が
「
兌
」

に
な
る
の
で
、
「
金
銭
↓
欠

け
る
」
と
み
て
、
こ
の
ま
ま

開
催
し
て
も
損
失
が
出
て
し

ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
之
卦

「
沢
風
大
過
」
で
、
無
理
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
「
延
期
」
で
す
が
、

「
成
り
行
き
に
任
せ
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
待
つ
の

で
あ
れ
ば
可
能
性
が
高
い
と

思
い
ま
す
。
卦
の
往
来
を
考

え
る
と
、
「
天
地
否
」
か
ら

の
飛
込
生
卦
と
い
う
こ
と
で
、

全
く
予
期
し
て
い
な
か
っ
た

延
期
を
、
考
え
始
め
た
と
こ

ろ
と
い
う
感
じ
も
し
ま
す

（
初
爻
変
で
震
）
。
た
だ
、

延
期
に
つ
い
て
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

と
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
之
卦
が
「
天
地
否
」
な

の
で
、
日
本
側
の
意
見
や
要

求
が
通
り
に
く
い
の
で
は
な

い
か
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
諸
外
国
の

要
求
が
か
な
り
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
み
て
、
交
渉
は
難
航
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

次
に
「
中
止
」
で
す
が
、

「
正
常
で
は
無
い
状
態
」
と

い
う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、

現
状
を
現
し
て
い
る
卦
が
出

た
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
の
卦

を
読
む
の
に
非
常
に
悩
み
ま

し
た
が
、
五
爻
変
で
、
外
卦

が
「
坎
」
に
な
る
こ
と
か
ら

「
障
害
が
で
る
」
「
先
行
き

が
困
難
」
と
み
ま
し
た
が
、

い
わ
ゆ
る
「
行
く
も
戻
る
も

出
来
な
い
状
態
」
と
思
い
、

巨
額
な
金
銭
が
絡
ん
で
い
る

大
会
の
た
め
に
中
止
に
は
出

来
な
い
状
態
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
結
果
、
延

期
し
て
の
開
催
と
い
う
こ
と

が
、
一
番
可
能
性
が
高
い
と

思
い
ま
す
。

苦
難
を
超
え
て
菩
提
と
す

さ

と

り

る
人
間
生
の
あ
る
限
り
肉
体

の
老
病
死
と
い
う
の
は
つ
い

て
ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
逃
れ
る
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
信
仰
が
あ
る
か

ら
病
気
に
な
ら
な
い
と
か
苦

難
に
遭
わ
な
い
と
い
う
も
の

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
に
な
っ
た
り
苦
難
に

遭
っ
た
り
、
雨
、
風
、
嵐
の

人
生
の
中
に
こ
そ
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
気
付
き
気
付
か
さ

れ
る
悟
り
が
あ
り
安
心
が
得

ら
れ
る
の
で
す
。

ま
た
苦
難
を
体
験
し
た
人

間
で
な
い
と
真
実
の
も
の
が

見
え
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
人
に
対
し
て
慈
悲

や
情
を
施
す
心
も
起
き
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
苦
労
知

ら
ず
で
自
分
の
為
に
楽
な
人

生
を
歩
む
人
間
に
は
瞬
間
的

な
快
楽
は
あ
っ
て
も
真
の
喜

び
は
な
く
、
安
心
を
得
る
悟

り
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ

れ
だ
け
に
苦
難
に
遭
う

事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
苦
難
を

喜
び
と
し
て
人
と
な
り
、
幸

せ
な
人
生
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

お
釈
迦
様
も
お
大
師
さ
ま

も
、
宗
祖
開
祖
と
言
わ
れ
る

偉
大
な
覚
者
も
、
と
き
に
は

肉
体
を
病
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
ょ
う
し
、
暑
い
と
き

に
は
暑
く
、
寒
い
と
き
は
寒

く
感
じ
ら
れ
た
筈
で
あ
り
ま

す
。そ

し
て
あ
ら
ゆ
る
苦
難
な

泥
沼
を
く
ぐ
っ
て
菩
提
を
得

ら
れ
、
仏
と
な
ら
れ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
疑
う

事
の
出
来
な
い
事
実
あ
り
ま

す
。「

仏
」
と
は
一
切
の
ま
よ

い
を
離
れ
て
菩
提
を
得
た
人

の
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど

ん
な
不
可
能
な
こ
と
で
も
可

能
に
す
る
と
い
う
、
全
知
全

能
の
神
を
期
待
し
た
り
想
像

し
た
り
す
る
も
の
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。

生
き
る
身
を
以
っ
て
人
生

に
尽
く
し
、
そ
の
尊
い
働
き

の
中
で
仏
智
、
仏
徳
、
仏
慈

を
成
就
し
た
の
が
「
仏
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
己
を
救
う
も
の
は
自
己

で
あ
る

真
の
信
仰
と
は
自
分
の
心

を
正
し
い
方
向
に
導
き
、
安

心
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
信
仰
に
よ
っ

て
ど
ん
な
不
可
能
な
こ
と
で

も
可
能
に
な
る
と
い
う
も
の
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で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

可
能
に
な
る
も
な
ら
な
い
も

人
皆
心
の
内
に
あ
る
事
に
気

付
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
と
迷
う
凡
夫

の
は
か
ら
い
を
は
な
れ
て
、

御
仏
の
中
に
自
分
を
投
げ
だ

し
た
時
、
そ
こ
に
感
得
す
る

の
が
、
妙
と
い
う
不
可
思
議

な
力
な
の
で
す
。

四
国
霊
場
で
遍
路
行
者
が

お
大
師
さ
ま
に
助
け
ら
れ
た

と
い
う
事
も
事
実
と
し
て
聞

か
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

は
自
分
の
は
か
ら
い
を
離
れ

て
お
大
師
さ
ま
の
み
心
の
中

に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
自
己

放
下
の
一
念
と
、
捨
て
身
の

行
が
自
分
を
助
け
、
自
分
を

救
っ
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま

す
。

で
す
か
ら
心
の
苦
し

み
も
肉
体
の
苦
し
み
も
、
助

け
る
も
の
は
自
分
の
心
の
外

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
心
の

内
に
あ
る
事
に
気
付
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を

助
く
」
と
い
い
ま
す
が
、
仏

法
・
説
法
の
救
済
も
、
医
師

も
薬
も
、
す
べ
て
疾
め
る
心
、

病
め
る
肉
体
に
必
要
な
手
当

て
を
施
す
の
で
あ
っ
て
、
根

底
か
ら
自
分
を
助
け
自
分
を

救
う
も
の
は
自
分
以
外
ど
こ

に
も
な
い
の
で
す
。

と
に
か
く
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
時
に
も
可
能
の
あ
る

事
を
信
じ
て
、
未
来
へ
の
希

望
を
捨
て
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
宿
世
の
因
縁
や
苦
厄

諸
病
の
難
に
遭
っ
て
も
、
そ

の
苦
難
な
荒
波
に
押
し
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
波
に

も
ま
れ
る
中
で
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
気
付
き
気
付
か
さ
れ
て
、

安
ら
か
な
人
生
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
安
心
の
道
し
る
べ
に

仏
法
が
あ
り
、
高
野
山
に
、

四
国
霊
場
に
、
各
地
の
仏
跡

に
そ
の
救
い
が
あ
る
の
で
す
。

普
門
法
舟
著
よ
り

■
お
祝
い
・
会
員
紹
介

飯
田
生
馬
（
泰
山
林
翰
）
様

が
医
療
法
人
社
団
水
野
会
平

塚
十
全
病
院
の
事
務
長
に
ご

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
会
一
同

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◆
行
事
・
活
動
報
告

◎
会
報
誌
活
動
は
継
続

四
月
二
十
五
日
（
土
）
の
有

宵
会
例
会
（
三
月
延
期
分
）

は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長

に
伴
い
再
び
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
佐
藤
宗
昡
先
生
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
会
報
誌

『
有
宵
会
だ
よ
り
』
九
十
八

号
の
製
作
は
継
続
さ
れ
ま
し

た
。
福
田
有
宵
先
生
か
ら
は
、

各
会
員
に
向
け
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
立
筮

お
よ
び
六
月
ま
で
の
特
別
月

筮
を
ご
用
意
。
会
報
誌
と
共

に
皆
様
へ
お
送
り
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
報
誌
の
お
届

け
に
あ
た
り
、
事
務
局
の
福

田
有
倭
先
生
が
郵
送
物
の
封

入
作
業
か
ら
発
送
手
続
き
ま

で
ご
担
当
さ
れ
、
郵
便
局
へ

の
外
出
等
、
感
染
リ
ス
ク
が

伴
う
中
で
ご
奉
仕
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
書
籍
掲
載

『
神
社
年
鑑

令
和
２
年
度
版

―
神
社
と
生
活
を
結
ぶ
』

（
神
社
年
鑑
発
行
委
員
会

定

価
二
七
五
〇
円
税
込
み
）
検

見
川
神
社
様
と
共
に
、
有
宵

会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
初
参
り
集
合
写
真
も
掲

載
！

『
神
社
年
鑑
』
は
一
般
書
店

等
で
発
売
中
で
す
。
購
入
希

望
者
多
数
の
場
合
は
、
有
宵

会
で
の
販
売
を
検
討
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
次
回
・
行
事
予
定

【
自
由
参
加
】

◎
「
夏
越
大
祓
式
並
大
祓
祈

願
祭

茅
の
輪
く
ぐ
り
」

場
所

検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
検
見
川

町
一
-
一
）

日
時
：
六
月
三
十
日
（
火
）

十
四
時
ま
で
に
境
内
社
務
所

（
御
祈
願
受
付
所
）
前
に
直

接
集
合

※
自
由
参
加
。
現
地
集
合
・

解
散
の
予
定
で
す
。

※
ご
参
加
に
あ
た
る
初
穂
料

は
各
自
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

当
日
は
拝
殿
内
で
の
御
祈
願

及
び
境
内
で
の
直
会
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
回
は
、

有
宵
会
か
ら
昼
食
や
飲
料
の

ご
準
備
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
ご
参
加
さ
れ
る
方
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
十
分
に
し
て
お
出
掛
け

下
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

■
記
念
式
典
ご
案
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
十
周
年
と
会
報

誌
『
有
宵
会
だ
よ
り
』
発
行

一
〇
〇
号
の
記
念
式
典
は
、

次
の
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

・
場
所
：
日
比
谷
松
本
楼

（
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷

公
園
一
―
二
）

・
日
時
：
九
月
二
十
六
日

（
土
）

午
前
十
一
時
開
始

予
定

（
受
付
開
始
は
十
時
か
ら
順

次
）

・
場
所
：
東
京
都
千
代
田
区

日
比
谷
公
園
一
―
二

・
参
加
費
：
一
万
五
千
円
を

予
定

※
ご
参
加
費
は
年
会
費
と
は

別
と
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
事
務
局

か
ら
出
欠
可
否
の
ご
確
認
を

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

【
再
掲
・
募
集
中
】

一
．
有
宵
会
記
念
式
典
に
向

け
、
『
有
宵
会
だ
よ
り
』
一

〇
〇
号
記
念
特
大
版
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
〉

「
易
を
志
す
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
」
「
易
ま
た
は
占
術
で

ど
の
よ
う
な
活
動
を
積
み
上

げ
て
き
た
か
」

〈
文
字
数
〉
八
〇
〇
字
以
内
。

〈
〆
切
〉
七
月
二
十
五
日

（
土
）
ま
で
に
原
稿
を
入
稿
。

〈
申
込
方
法
〉
ご
希
望
者
は
、

担
当
者
宛
て
に
事
前
に
申
し

込
み
の
上
、
期
限
ま
で
に
原

稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
者
の
方
に
、
原
稿

の
入
稿
方
法
を
ご
案
内
し
ま

す
。

〈
担
当
〉
福
田
有
宵
先
生
・

八
川
林
加

二
．
有
宵
会
で
占
例
や
個
人

の
活
動
・
研
究
内
容
を
発
表

し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
（
随
時
）
。

※
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
、

福
田
有
宵
先
生
・
佐
藤
宗
昡

先
生
・
八
川
林
加
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

第９９号 有 宵 会 だ よ り 令和二年５月吉日

【
事
務
局
だ
よ
り
】

■
有
宵
会
総
会
に
つ
い
て

・
日
時
：
七
月
二
十
五
日

（
土
）
午
後
一
時
十
五
分

よ
り

場
所
：
足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
プ
ル
ミ
エ

第
二
洋
室

第
一
部
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳
易

館
・
有
宵
会
総
会
「
活
動
報

告
及
び
次
年
度
活
動
計
画
案
」

第
二
部
：
「
方
位
の
奥
意
」

福
田
有
宵
先
生
ご
講
演

（
終
了
後
懇
親
会
予
定
）

※
七
月
か
ら
新
年
度
と
な

り
ま
す
。
会
員
ご
継
続
の

方
は
、
年
会
費
（
八
千
円
）

の
納
入
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
新
規
の
ご
入
会
も

受
付
致
し
ま
す
。

※
万
が
一
、
再
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
策
が
発
生
し
、
総
会
開
催

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

有
宵
会
Ｈ
Ｐ
等
で
も
ご
連
絡

致
し
ま
す
。

日
本
各
地
が
よ
う
や
く
動
き

出
し
ま
し
た
。
有
宵
会
も
感

染
予
防
対
策
を
継
続
し
な
が

ら
の
活
動
再
開
に
な
り
ま
す
。

皆
様
も
ご
無
理
は
せ
ず
、
安

全
第
一
で
日
々
を
お
過
ご
し

下
さ
い
。

事
務
局
長

八
川
林
加


